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　エジプトとエチオピアとの「水
戦争」が再燃している。エチオピ
アが建設しているナイル川上流の
アフリカ最大の巨大ダムが完成し
ようとしている。仮に、このダム
が完成し貯水を始めるとナイル川
の水位が大きく下がり、経済に大
きな影響を与えると流域諸国から
不安と怒りが寄せられている。ひ
ときわ激しい怒りはエジプトであ
る。2013年当時、エジプトのムハ
ンマド・ムルシ大統領は国民に向
けたテレビ演説で「我が国はエチ
オピアとの戦争は望んでいない、
しかしエジプト文明と国家を支え
てきたナイル川の水量が減少する
ことは絶対に受け入れられない。
我々にはあらゆる選択肢の可能性
がある」と強い調子で訴えた。こ
の背景は前週にエジプトの政治家
が、ダム建設を止めないエチオピア
に対し「ダム建設はエジプトへの
宣戦布告に等しい、ただちに軍事
行動を起こすべき」と示唆し、両
国間で水戦争が勃発する懸念が強
まったことを抑える演説であった。
だが2013年７月に軍のクーデター
によってムルシ大統領は解任され
た。ホスニ・ムバラク元大統領に
比べ弱腰を非難されたのでは、と
の観測も出された。「水無くして、
国家無し」の概念は日本人には馴
染みがないが、今や世界の常識で

ある。今回は国際河川・ナイル川
を巡る国家間の水争いを紹介する。

1．ナイル川上流の巨大ダム

◦ナイル川とは
　ナイル川はアフリカ大陸東北部
の10ヵ国を流域に持つ世界最長級
の河川であり、長さは6650km、
流域面積287万km2にのぼり最後

ジと源流争いをしている。またナ
イル川は白ナイルと青ナイルで構
成されており、エチオピアはナイ
ル川のほとんどの水量を支えてい
るのは青ナイルで、その源流は同
国のタナ湖（面積3000km2、海抜
1800m）であると主張している。
このようにナイル川は流域諸国の
国家の命運をかけ、いまだに水掛
け論が続いている国際河川である。

◦�大エチオピア・ルネッサンス・
ダム
　建設中の巨大ダムは、「大エチオ
ピア・ルネサンス・ダム」（Grand 
Ethiopian Renaissance Dam）で
ある。スーダンとの国境に近いエ
チオピア西部で2010年から建設が
始まった。イタリア企業（Salini 
Costruttori）が受注し総工費約
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国際河川を巡る争い “ナイル川は誰のものか”

ナイル川流域図
（出所：「National Water Resource Plan 2017」, Ministry 
of Water Resource and Irrigation（2005）に筆者加筆）

は地中海に注いでい
る。流域国は下流か
ら、エジプト、スー
ダン、エリトリア、
エチオピア、ウガン
ダ、ケニア、タンザ
ニア、コンゴ、ルワ
ンダ、ブルンジであ
るが、ナイル川の源
流はどこか、いまだ
に論争が続いてい
る。一般的にはタン
ザニア、ケニア、ウ
ガンダ三国にまたが
るビクトリア湖（面
積６万8800km2、ア
フリカ最大、世界第
三位の大きさ）とさ
れているが、実はビ
クトリア湖に流れ込
んでいる最大河川は
ルワンダを源流とし
ている。そのルワン
ダも上流国のブルン
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33億ユーロ（約4300億円）、堤高
155m、堤全長約1.8km、総貯水
可能量約740億m3、計画発電総
量6000MW（フランシス型水車：
375MW×16基）でアフリカ最大
のダムである。
　エチオピアにとり、このダムの
建設は国家の威信をかけた大プロ
ジェクト（GDPの15％占め、2012
年）であり、1980年から90年代に
同国を襲った大干ばつによる大飢
饉（約100万人の死者を記録）か
らの国家再生と発電による経済発
展の象徴と捉えている。
　同国の全国電化率は27.2％（世銀
調べ、2014年）であり、このダム
が発電を開始すると、今まで乾季
には毎日続く停電が解消され、国
民生活の改善はもちろんのこと、
経済発展の礎になるのだ。既に首
都アジスアベバでは、電力事情の
改善を先取りし路面電車の建設が
進められている。ちなみにナイル
川下流のエジプトの全国電化率は
99.8％（世銀調べ）である。つま
りエチオピアにとり豊富な水資源
の確保は、国家の命運をかけた命
の水なのである。

2．ナイル川を巡る国際間協定
の歴史

　1929年、英国の統治下にあっ
たエジプトとスーダンとの間だけ
で、盟主英国の指導で「ナイル協
定」が結ばれた。この協定はナイ
ル川の総水量の内、65％がエジプ
ト、22％がスーダン、残りの13％
は要求があれば、その他７ヵ国に
より分割取水されるという内容で
ある。しかもエジプトとスーダン
は拒否権を有している。さらに
1959年エジプトとスーダンとの二
国間で、エジプトが総流量の75％
（555億m3/年）、スーダンが25％

（185億m3/年）の再配分協定を締
結している。これらの協定につい
て流域諸国はクレームを唱えたが
すべて無視された。もちろんエチ
オピアも、いずれも協定にも参加
できず、常に「これらの協定はア
ンフェアであり、植民地時代から
の悪しき既存協定は破棄されるべ
き」と主張してきただけであった。
　近年、エチオピアのハイレマリ
アム・デサレン首相は「ナイル川
は、神が我々（わが国）に与えた
最大の贈り物（水資源）だ」とメ

ディアで語っている。デサレン首相
はアジスアベバ大学で土木工学の
学位取得後、フィンランド・タン
ベレ工科大学で衛生工学修士号を
取得、帰国後は同国ウォーター・
テクノロジー研究所の学部長を13
年間務めるなど、水のプロである。
当然のことながら水資源の持つ、
あらゆる可能性を引き出す努力を
続けている。

3．水戦争の解決手段は

　国際河川を巡る争いの大部分は、

ナイル川・河床高低図
（出所：http://www.mbarron.net/Nile/fctfl_nf.htmlに筆者加筆）

白ナイルと青ナイルの季節別流量
（出所：http://www.mbarron.net/Nile/fctfl_nf.html）
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上流国と下流国の利害の対決であ
る。ナイル川紛争の特徴は、水需
要が下流国（エジプト、スーダン）
に集中しており、上流国である水
源地域の水需要が極端に少ないこ
とである。特に最下流のエジプト
は国内水需要の97％をナイル川に
依存しており、本来の農業用水に
加え、近年GDP成長率が４％を超
え、しかもカイロ大首都圏人口が
2200万人（この10年間で倍増）を
数え、新たな街づくりが急ピッチ
で進められている。同国の経済発
展を支えるナイル川の水資源確保
は国家の命題なのだ。
　当初は上流国スーダンとエジプ
トの水利権争いだった。エジプト
は歴史上の優位性と国際条約締結
の事実、さらに下流域の水利権は
守られるべきとして「上流国の水
資源開発には下流国の同意が必要」

とする、いわゆる「下流の論理」を
自国の主張論拠としてきた。1999
年２月、国際機関と欧米諸国の支
援により「ナイル川流域イニシア
チブ（NBI）」が設立され、それぞ
れの国の水資源計画を出し合い、
他国に影響のある場合は協議を義
務付けている。しかし上流国は、
逆に「上流の論理」を主張、「上流
国の水資源開発は下流国から制約
をまったく受けない」とし、その
場でも常に対立が続いているのが
現状だ。また隣国間の取り決めも
常に疑ってかからなければならな
い。エチオピアが大ダムの構想を
発表した時は、エジプトはスーダ
ンと組み、両国で反対を唱えてい
たが、突然スーダンはエジプトに
反旗を翻し、今度はエチオピア側
についた。スーダンは大ダムが完
成したら、その発電量の一部を貰

い受ける密約が成立したとの観測
がささやかれているが、真偽のほ
どは不明である。スーダンの電化
率は24％（IEA2014年）であり、
なんとなく納得のできる噂である。
　国連機関の調べによると、世界
各国で国際河川に頼らず、自国で
自己水源を有する国は21ヵ国と言
われ、当然日本も含まれている。
我々は自国の恵まれた水環境に感
謝しつつ、さらなる水資源の持続
可能性を追求してゆくべきである。

ナイル川流域諸国の水源・国外依
存度

国名 国外への
水資源依存度

エジプト 96.9％
スーダン 77.3％
ウガンダ 40.9％
ケニア 33.1％
エチオピア ０％
ルワンダ ０％

大エチオピア・ルネッサンス・ダム完成予想図
（出所：Salini Impregilo S.p.A.）


